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【研究の背景・目的】 

π 共役系有機分子は、光を利活用する物質科学・生
命科学において、重要な基本電子構造を有する分子
群です。しかしながら、現在でもπ 共役系化合物の
合理的設計・合成・置換基導入、ならびに機能（吸
光発光特性、量子収率、熱安定性など）の制御には
大きな制限があり、生命科学・物質科学への展開が
阻まれています。本研究では、代表者らがこれまで
培ってきた有機合成化学・理論化学・分光学・元素
化学を結集し、光を利活用するための新奇 π共役系
有機化合物の提案と設計・合成法の開発、多様化、
ならびに電子と構造・機能の自在制御を目指します。
本研究を通じて、物質と生命を光でつなぐ分子技術
に挑みます。 

本研究課題において目標とする成果の一つに、新
たな近赤外有機色素分子の創製が挙げられます。近
赤外光とは、可視光線と遠赤外線の間の領域の光で
す。この新たな近赤外色素は、癌の光化学療法や分
子イメージングに大変期待されています。近赤外光
は、体の奥底まで浸透して細胞の隅々まで届かせる
ことができるからです。次世代有機太陽電池の世界
でも、近赤外光を利活用できる分子の創製が求めら
れています。これまで、近赤外光を利活用できる安
定な有機分子が存在しなかったからです。 

 
【研究の方法】 

本研究課題では、有機化学・物理化学・理論化学・
分光学・元素化学などを結集して、次世代の生命科
学研究・物質科学研究を光によって切り拓くための
分子科学の創製、光応答性 π 分子の創出、応用・
展開を目指し、以下の 4 つの課題を中心に取り組み
ます。 

 
（１） 新奇 π 共役系有機化合物の設計・合成・置

換基導入のための有機化学・分子技術の創出 
（２） 光を利活用するための分子科学の創成 
（３） 光を利活用するための理論化学の開発 
（４） 光を利活用する応用研究の開拓 
 

【期待される成果と意義】 

 生体ライブイメージング（診断）、光線力学療法
（治療）、有機太陽電池（資源）、電子材料（エネル
ギー）、など広く生命科学・物質科学に、『光応答性

π 共役有機分子』の需要はますます高まってきてい 
ます。上記研究における今後の技術進展の障害とし
ては、既存の光応答性 π有機分子の数の制限であり、
限られた分子の中でやりくりしているのが現状です。
化合物には固有の性質があり、技術にも個々の必要
要件（溶解性、発光波長、発光（蛍光・燐光）収率、
三重項収率、熱失活効率、熱安定性など）が存在し
ます。光応答性 π分子の創出・多様化・ライブラリ
ー構築と電子構造の理論設計を目指す本研究は、我
が国の光分子技術の大きなブレークスルーになると
確信しています。 
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【研究期間と研究経費】 

 平成 29 年度－33 年度 163,300 千円 
   

【ホームページ等】 

 http://www.f.u-tokyo.ac.jp/~kisoyuki/ 
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